予算要求資料
平成27年度当初予算　　　支出科目　款：総務費　項：企画開発費　目：地域振興対策費
	事業名　新 ミナモ商品企画・販売等事業費


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　

　　清流の国推進部　清流の国づくり政策課　地域振興係
電話番号：058-272-1111（内2059）

　　　　　　　E-mail：c11122@pref.gifu.lg.jp
１　事業費　4,100千円（前年度予算額：   0円）
＜財源内訳＞　
	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫

支出金
	分担金

負担金
	使用料

手数料
	財産収入
	寄附金
	その他
	県　債
	一　般

財　源

	前年度
	0
	
	
	
	
	
	
	
	0

	要求額
	4,100
	
	
	
	
	
	
	
	4,100

	決定額
	
	
	
	
	
	
	
	
	


２　要求内容
（１）要求の趣旨（現状と課題）
・ミナモをデザインに取り入れた商品（ミナモグッズ）は、「清流の国ぎふ」マスコットキャラクター・ミナモのファン獲得に有効なツールであり、広く流通させることで「清流の国ぎふ」広告塔としての機能強化が見込める。
・「ゆるキャラ eq \o\ac(○,Ｒ)グランプリ2014」において、ミナモが総合順位25位(1699体中)の好成績を収めたことから、集客の多いイベントや催事に限定した出店販売を行い、ミナモファンの獲得と「清流の国ぎふ」のＰＲを図る。
・さらなるミナモの認知度向上と「清流の国ぎふ」のＰＲを図るためには、ミナモの魅力を高める新たなミナモ商品が必要である。

・また、特別支援学校の作業学習を支援するため、ミナモを活用する学校を「ミナモ工房」と認定してきたが、作業学習への理解と生徒への支援を広く周知するために、生徒の製品を広く展示・販売する場所が望まれている。

（２）事業内容
　　【ミナモ商品出店販売事業】
ミナモファンの獲得と「清流の国ぎふ」のＰＲするため、集客力のあるイベントや催事にミナモ商品販売コーナーを出店する。

　　【ミナモ商品企画開発支援事業】

ミナモの新たな魅力創出と、ミナモファン獲得につながるミナモ商品の種類の増加を図るため、ミナモ商品の企画（開発）を委託
【ミナモ工房製品展示・販売支援事業】

①ミナモ工房製品展示等支援事業

特別支援学校の作業学習に理解を示し、学外での製品展示・販売に協力いただける事業者等に対し、展示・販売に必要な初度整備経費を助成。
②ミナモ工房製品販売等支援事業

ミナモ工房の製作や販売の支援とともに、清流の国ぎふをＰＲするため、製品作成ツールや、販売用ツールとなるグッズを制作する。
（３）県負担・補助率の考え方

　　【ミナモ商品出店販売事業】

　　　　ミナモの「清流の国ぎふ」広告塔としての機能強化、「清流の国ぎふ」のＰＲを見込む事業であることから、出店に伴う費用（人件費、出店料）を県が負担（在庫管理、仕入れリスクは受託者負担）
　　【ミナモ商品企画開発支援事業】

　　　　ミナモファン獲得や「清流の国ぎふ」のＰＲにつながるミナモ商品を増やすことを目的とする事業であることから、企画・開発に要する経費を県が負担（その他の経費は受託者が負担）
【ミナモ工房製品展示・販売支援事業】

①ミナモ工房製品展示等支援事業

　　　　「ミナモ工房」の活動の周知と、製品販売による生徒の作業意欲向上を目的にすることから、初度整備費用は県が負担(10/10、上限40万円)
②ミナモ工房製品販売等支援事業

　　　　ミナモ製品の製作支援と、「ミナモ工房」の活動の周知、製品販売による生徒の作業意欲向上を目的にすることから、県が負担
（４）類似事業の有無
　　　無
３　事業費の積算内訳
	事業内容
	金額
	事業内容の詳細

	報償費
	32
	企画審査者謝金

	委託料
	2,688
	業務委託料

	補助金
	800
	助成金

	その他
	580
	

	合計
	4,100
	


	　決定額の考え方　




事業評価調書
	■  新規要求事業　

	□  継続要求事業


	１　事業の目標と成果


（事業目標）

	・何をいつまでにどのような状態にしたいのか
　魅力あるミナモグッズを増やし、ミナモグッズ取扱い店舗等を増やす。
　ミナモ工房製品の展示・販売を常設で実施する場所を２カ所以上開拓する。


（目標の達成度を示す指標と実績）

	指標名
	事業開始前
	指標の推移
	現在値
	目　標
	達成率

	ミナモグッズ販売民間事業者
	4件
（H25）
	（H  ）
	（H  ）
	

8件

（H26）
	14件

（H29）
	57％


	ミナモ工房製品常設展示・販売箇所
	0箇所
（H26）
	（H　）
	（H　）
	0箇所
（H26）
	5箇所
（H29）
	0％



○指標を設定することができない場合の理由
	


（前年度の取組）

	・事業の活動内容（会議の開催、研修の参加人数等）

ミナモグッズ販売事業者の参入促進のため、流通・販売事業者と交渉を実施。

特別支援学校の作業学習を支援するため、ミナモ工房として認定。


（前年度の成果）

	・前年度の取組により得られた事業の成果、今後見込まれる成果

　　平成２６年度上半期で、民間製造事業者が５件のミナモグッズを商品化したほか、１３店舗等で販売開始（うち民間は８店舗）。


	２　事業の評価と課題


（事業の評価）

	・事業の必要性（社会経済情勢等に沿った事業か、県の関与は妥当か）

○：必要性が高い、△：必要性が低い

	(評価)

○

	県が推進する「清流の国ぎふ」づくりの広告塔であるミナモのファン獲得のため、必要不可欠な事業である。
また、特別支援学校等での作業学習への理解を促し、社会全体で支援できる社会を目指すために必要な事業である。

	・事業の有効性（指標等の状況から見て事業の成果はあがっているか）

　○：概ね期待どおり又はそれ以上の効果が得られている、△：まだ期待どおりの成果が得られていない

	（評価）

△

	　平成２６年度は、ミナモグッズを販売する民間事業者が４から８店舗に増加したが、民間製造事業者が魅力的な商品を自発的に開発し、商品取扱い店舗が増加する好循環には至っていない。
　ミナモ工房の認定を通し、特別支援学校の作業学習の周知を図っているが、作業学習で制作された製品を学外で一般販売できる環境が整っていない。

	・事業の効率性（事業の実施方法の効率化は図られているか）

　○：効率化は図られている、△：向上の余地がある

	(評価)

○

	出店販売事業は、事業で生じた利益を受託事業者の取り分とする条件で競争入札しており、低価格での入札が期待できる。
商品開発については、企画提案方式での実施を想定しており、経費に見合った企画内容となることが期待できる。


（今後の課題）

	・事業が直面する課題や改善が必要な事項
民間製造事業者による多彩で魅力的な商品の開発、取扱い店舗の増加、ファンの購買増加という拡大サイクルが働くまで、県による下支えは必要。
特別支援学校の作業学習への理解を促し、生徒の就労や学校活動を側面的支援するため、継続的な活動が必要。


（次年度の方向性）
	・継続すべき事業か。県民ニーズ、事業の評価、今後の課題を踏まえて、今後どのように取り組むのか

同上


